
＜登録・認証制度スタート＞ 

いよいよ、登録・認証制度がスタートしました。これに伴い、総合型クラブの事務

局が福井県スポーツ協会に移り、新しいデスクで新年度をスタートしています。 

早速、登録審査委員会が開かれ、クラブ巡回時に得た情報や全国的な流れ、県内の

状況などを委員の皆さんに報告 

してきました。これから申請資 

料の精査と実施審査が行われ、 

認証クラブが決まります。 

今年度もクラブの特色を活か 

し、多方面での活躍を期待して 

います！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合型地域スポーツクラブ（総合型クラブ）とは、地域の人々に年齢、興味関心、技術技能レベル等に

応じた様々なスポーツ機会を提供する、『多種目』『多世代』『多志向』のスポーツクラブです。福井県内

には 27の総合型クラブがあります。（令和 4年 4月現在） 

クラブアドバイザーは、クラブの創設から自立・活動までを一体的にアドバイスすることを目的に活動

しています。 

登録審査委員会の様子 



 

地域のスポーツ環境の基盤を強化する取組として、「地域スポーツクラブ推進団体連絡会

議」が開かれました。県内の関係団体が集まり、現状や取組について報告がありました。  

意見交換会では、中学部活動の地域移行問題が中心となりました。 

「子どもたちを地域でどう育てるのか、どう

支えていくのか」を話の軸に活発な意見を聞

くことが出来ました。 

地域移行まで時間が限られていますが、丁 

寧で慎重な対応が必要だと思います。県内の   

総合型クラブが部活動を担うことも増えてき 

ているので、クラブの事務局体制をしっかり 

整え強化できるように、策を考えて提供した 

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜総合型クラブを巡回しています＞ 

新型コロナウイルス感染状況を見ながら、総合型クラブを巡回しています。今年度の巡

回では、市町行政の担当者とクラブ担当者との三者で面会の機会を作れるように働きかけ

を行いました。登録・認証制度や中学部活動の地域移行の問題など、これから行政と連携

する場面が増えてくるため、双方の意見交換や課題共有の場にしたいのが狙いです。地域

の中で総合型クラブがどのような役割を担うのか、見つめ直す良い時間になっています。 

様々な考え、意見が共有されました。 

＜総合型クラブへの支援事業＞ 

 県の補助事業として様々な支援計画が立てられました。目的は新規会員獲得や認知度

向上。新しい生活様式に変化している今、総合型クラブも変化していかなければならな

いと感じます。「多世代、多種目、多志向」なスポーツ活動を提供するクラブとして、

会員獲得や広報活動は常に課題としてあり、各クラブが試行錯誤して取り組んでいま

す。 

今月はスポーツマネジメント・マーケ 

ティングを学ぶ講習会が開かれました。 

講習会後、意見交換会を行ったことで自 

身のクラブや地域について深く掘り下げ 

見つめ直すことが出来ているようでした。 

 

  地域の基盤を強化するために、総合型クラブは何ができるのか… 

マーケティングについて学んだ後、意見交換会を行いました。 

＜地域スポーツの活性化のために＞ 


